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編集後記

■寄付目標　 200万円
■内　　　訳 映像撮影・編集機器の整備、テープお
　　　　　　　　　こし、人件費
■ヒアリング　20人（西淀川地域住民、被害者、原因   
　　　　　　　　  企業関係者、マスコミ、行政関係者等）
■寄付方法   下記口座へのお振り込みください

郵便振替　　 ００９６０－９－１２４８９３　
加入者名　 　あおぞら財団　
　
※通信欄に「西淀川・公害と環境資料館　　
　（エコミューズ）基金」と記入ください

「西淀川のアイデンティティを探る研究会」
　　　　　　　寄付協力のお願い

エコミューズでは設立から10年の活動を踏まえ、新
たな研究会を立ち上げました。

特に注目する点は、西淀川という都市のアイデン
ティティです。なぜ西淀川が公害克服の先進的取り組
みをなしえたのか。被害者・住民、企業、行政などのス
テークホルダーが協働して公害を克服してきた、その
背景のひとつとしてある、西淀川地域のコミュニティや
ソーシャルキャピタルの分厚さを歴史的・実証的に明
らかにすることをめざします。

西淀川公害が全国的、もしくは世界的にもつ意味を
考え直せるのではないかと考えています。本研究会に
ご寄付・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

水島地域のうつりかわり

　岡山県倉敷市の水島は、元々は漁業や

農業が盛んな地域でしたが、1950年代に

なって巨大コンビナートがいくつも建設されました。その結果、

倉敷市では大気汚染公害患者が増え、公害裁判が行われま

す。そんな水島地域のコンビナートが操業を始めて少しした

1968年から、去年の2016年までの風景や人々を写した写真集と

なっています。美しい水田の向こうに見える煙突や、釣りをして

いる人の対岸にあるコンビナート。また、重油で汚れた海や、苦

しそうな表情を見せる公害患者さんなどの多くの変わりゆく水島

が写されています。倉敷と言えば華やかな街の様子、コンビ

ナートと言えば最近では美しい夜景が評判になっています。で

すが、実際には美しいだけではすまない現実があり続けている

のだと思うと、どうしても豊かさとは一体なんだろうかと考えてしま

います。                                             　　　(松ケ平あかね）

髙田昭雄『写真集　水島の記録 1968-2016』
吉備人出版、2016年12月23日

あおぞら財団5階、西
淀川公害と環境資料
館（エコミューズ）の棚
を見やすく使いやすく
す る 為 に D I Y し ま し
た！といっても可動式の板を取りつけただけで
すが・・・。りべらバックナンバーや販売している
書籍、オリジナルエコバック、ポストカード等、
来館された方に手に取ってもらえる事が増える
といいなと思いながら、レイアウトを少しずつ変
えています。　　　　　　　　　　　　　　（佐々木）

（ No11057「「地球サミット」カンパ」 ）

（ No11020「’92 地球サミットに向けて 日本市民の役割」 ）

1992年地球サミットの参加に向けて

（ 資料No11057「地球サミット」カンパ ）

（ 資料No11020「'92 地球サミットに向けて」 )

　企業の公害責任を認めた第一次訴訟判決が下り、被告企業との

全面解決に向けた交渉が開始されたその翌年にあたる1992年、ブラ

ジルのリオデジャネイロで、「環境と開発に関する国際会議」が開催さ

れました。「地球サミット」と称されるこの国際会議は、首脳レベルの

政府代表者や経済界、NGOが一堂に集うもので、1972年の「国連人

間環境会議」を記念して開催されました。この地球サミットには患者

会の代表者が派遣され、世界世論に公害の根絶と被害者の完全救

済を訴えました。

　「西淀川公害患者と家族の会」資料には、この地球サミットに参加

するための募金活動に関する資料（No11057「地球サミット」カンパ）

や、サミットに向けての調査研究資料が残されています。シンポジウ

ム「子どもたちに青い空を」で配布されたと思われる資料「’92　地球

サミットに向けて 日本市民の役割」（No11020）の冒頭にはケニアのこ

とわざが引用されています。

「地球を大切にしなさい　それは、あなたたちの親から授かったもの

ではありません　それは、あなたたちの子から預かっているものなの

です」

　どの時代であっても、忘れてはならない大切なことを教えてくれて

いると感じました。                                               （北嶋奈緒子）


